
































































































































28.4 43.3 ４．４ 1０．３ 1２．３ １１
26.3 45.9 5.3 10.0 11.2 1.3
54.1 30.4 2.9 6.0 4.8 1．８
61.2 22.4 2.0 8.2 4.1 ２０
28.5 32.3 7.5 20.6 9.7 1.4
39.2 39.0 3.9 7.9 9.2 ､９





































































































































































































5.9 2０ 3.7 １３．５ 13.5 15.3 １．８ 26.4 9.8 8.2
7.9 4８ 3.2 16.6 6.6 5.1 2.0 14.1 21.6 １Ｍ
皿 4」 1.7 18.1 9.6 9.2 2.3 18.0 14.4 16.3
7.6 5.3 １．３ 1Ｍ 9.0 5.3 ２３ １５．８ 19.4 15.8
9.3 3.8 5.9 1２５ 5.0 6.3 1.4 15.3 24.5 16.0

























































































1Ｍ 2２ ４ 217 4Ｍ 1８ １４ １８ 3.6 10」
6６ 5」 5４ 1６５ 9０ Ⅲ `６ 278 1J７ 5」
109 肌 3.6 １０９ Ⅲ 3.6 3６ 21.9 2Ｍ 10.9
7４ 2５ 4」 ､.Ｉ 14.0 1４ 2５ 2Ｍ 10.7 1７
肌 3６ 4０ 146 20 2Ｍ 2０ 339 8 4.5
Ⅲ 川 川 1Ｍ 105 1３ 1３ ８ 6３ 47`５
6２ 9２ 1５ 1Ｍ 4６ 0０ 4.6 105 154 246
皿 71 4１ 2Ｍ １０ 4」 0.0 35Ｊ Ⅱ２ 71

























































Ⅱ.！ 1７ 1１ 3Ｍ ４７ 2５ 2９ ４
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34.4 45.0 17.7 2.9
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大学生の資格取得に関する意識調査報告（その２） 8９
であった。
Ｙ・受講したい理由
間２１.学内で免許・資格に関する講座があれば受講したいですか？
という問に対して「受講したい」（約２，３００名）と答えた学生を対象に尋ねた。
問２１－１ 受講したいと思う主たる理由は何ですか？
ｌ勉強方法がわかる２．大学が行うので信頼できる
４．自分のやる気を高めることができる５．資料が豊富
７．その他（）
３．費用が安い
６．時間が効率的
２，２４２名から無回答（118名）を除いたも
のをグラフにした。
47.10％鍵 この結果、11.勉強方法がわかる」Ｑ7.1%）だけ集中している。免許・資格の勉強にかける時間も短かったためか「6.時間が効率
的」（13.5%）が、２番目に高かった。録
Ｚ講座受講の条件
間２１.学内で免許・資格に関する講座があれば受講したいですか？
と、いう問に対して「３わからない」（約７００名）と答えた学生を対象に尋ねた。
問２１－２ どのような講座であれば受講したいと思いますか？
１．少人数制２．費用が安い
４．短期集中型５．大学の授業と連動したもの
３．合格の実績がある
６．その他（ ）
705名から無回答（134名）を除いたものをグラフにした。
この結果、「2.費用が安い」（32.4%）
と答えた学生が多かった。次に「3.実
績がある」（21.3%)、「5.授業と連動し
たもの」（19.9%）となっている。この
ような、学生のニーズが出るのは当然
ではあるが、大学側がサポートするこ
とによってもう少し効率の良い方向へ
行くと考えられる。
『
二
岸
』
』
一 8.00％9.00％
■ ■
13.40％
■ 0％■
13.50％
■ 0％
9０中島弘徳・曽我稚比児・小山悦司・大盛候穂･青山祐輔・宮地豊尚・坪井俊憲・古田絵里子・折居奨太・畑山洋介・井上智恵
ＩＩＬまとめ
今回の調査を通して、本学学生たちの学業姿勢や将来展望あるいは資格取得についての意識等の点で、以
下の点が明らかになった。
まず、学業姿勢に関しては次の２点が指摘できよう。第１点は、圧倒的多数の学生が専門的に学びたいと
いう目的を持って大学進学や学科選択を行っていることである。また、就職において採用側は自分たちの何
を重視しているかという認識においても４割近くの学生が、自分たちが身につけた専門的な知識や技能であ
ろうと答えている。この結果は我々大学人に対し、彼らの専門に対する学びの欲求を＋全に充たしてやれる
ように教育面における真蟄な工夫と努力を行うべきことを、はっきりと課しているものと受け止めるべきで
あろう。
第２点に、本学の学生たちは、自ら主体的に予習復習に取り組む熱心さに欠けるところはあるが、宿題や
レポートが課せられればまじめに取り組むという姿勢を示していることである。積極さという点では物足り
ないところがあるが、素直でまじめという学生イメージが調査結果から浮かび上がってくる。彼らの素直で
まじめな点をより伸ばしてやり、主体的な学習を行う能力をいかに育んでいくかということが、我々に問わ
れていると言えよう。
次に、就職や将来展望という点について、まず第１に、学生たちは既に学歴社会的傾向は薄れ、実力社会
的傾向が強まっていると認識しているようである。第２に、多くの学生は日本社会の将来についても自分の
卒業時の就職状況についても、ともに明るい展望を抱いていないという点が指摘できる｡学生たちの間には、
将来についての漢とした一抹の不安感が漂っているようである。彼らに夢を与え明るい将来展望を抱かせる
ことも大学教育に課せられた課題であるといえよう。
最後に資格取得の点では、まず第１に、ほとんどの学生が大学入学までに英語検定以外の資格を取得して
いないことが明らかになった。次に、やはり、仮説通り、自分の専門に関連した資格に強い関心を持ってい
ることも明らかである。専門以外の資格に関しては、時代を反映してか、どの大学においても情報関連（パ
ソコン検定や基本情報技術者）と語学関連（ＴＯＥＩＣや英語検定）の資格に対する関心が共通して高いこ
とも分かった。
学生に対する資格支援のあり方を検討する上で、まず重要なことは、学生の求めている資格を的確に把握
することである。各学部・学科ごとに取得希望率の高い資格に対しては、それぞれの部署で主体的に対応す
べきである。しかし、部署ごとの取得希望率はそれほど高くないが、大学として合計すればかなり高い数値
を示す資格に対しては、資格取得支援センターで対応を検討すべきであろう。
一方、学生への資格取得に関する積極的な情報提供も不可欠である。学生の能力や適性に応じた資格取得
支援を行うためには、インターネット等を活用してより正確でタイムリーな情報提供を行うことに加えて、
資格取得に関するオリエンテーションを徹底することも重要な支援方策となろう。ただし､資格取得支援は、
大学教育の付加価値を高めるためのものであり、目先の資格を短絡的に追い求めて大学教育の本質を見失っ
てはならないことはいうまでもない。
なお、資格取得支援のあり方をめぐる今後の検討課題として、①資格取得支援の意義を学部・学科の教育
目標と関連づけて再認識すること、②企業等が大学卒業者に求める資格について種々の角度から分析するこ
と、③現時点では学生や企業等の注目度は低いが、将来は需要の高まることが予想される資格を分析するこ
と、等が挙げられる。これらの課題については、機会を改めて検討したい。
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